
一

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

（
1
）

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

葛
　
谷
　
　
　
登

一

「
藤
野
先
生
」
の
冒
頭
は
次
の
文
で
始
ま
る
。

東
京
也
無
非
是
這
様（

（7
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
竹
内
好
訳
は
「
東
京
も
格
別
の
こ
と
は
な
か
っ
た（

（7
（

。」、
高
橋
和
巳
訳
は
「
東
京
も
格
別
の
こ
と
は
な
か
っ
た（

（7
（

。」、

立
間
祥
介
訳
は
「
東
京
も
同
じ
こ
と
だ
っ
た（

（7
（

。」、
駒
田
信
二
訳
は
「
東
京
も
同
じ
よ
う
で
し
か
な
か
っ
た（

（7
（

。」
と
な
っ
て
い
る
。

魯
迅
の
原
文
は
「
東
京
」
と
い
う
語
の
後
に
累
加
の
助
詞
「
也
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
是
」
の
前
に
は
二
重
否
定
を
示
す
語

句
「
無
非
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
是
」
の
後
ろ
に
は
先
行
す
る
文
が
な
い
ま
ま
い
き
な
り
「
こ
の
よ
う
だ
」
と
い
う
意

味
の
指
示
形
容
詞
「
這
様
」
が
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
ら
の
意
識
の
中
で
の
了
解
事
項
を
め
ぐ
っ
て
思
考
の
往
還
運
動
が
際
限
な

く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
極
め
て
難
解
な
措
辞
で
あ
る
。
劈
頭
に
何
を
置
く
か
、
作
家
が
考
え
に
考
え
抜
い
た
結

果
、
搾
り
出
さ
れ
た
表
現
が
こ
こ
に
は
あ
る
よ
う
だ
。「
也
」、「
無
非
」
と
「
這
様
」
の
三
語
が
こ
の
文
章
の
内
側
に
奥
行
き
と
広
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が
り
を
生
み
出
す
。

ま
ず
「
也
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
語
は
「
故
郷
」
の
結
び
の
部
分
で
も
登
場
す
る
。

我
在
朦
朧
中
、
眼
前
展
開
一
片
海
辺
碧
緑
的
沙
地
来
、
上
面
深
藍
的
天
空
中
拄
着
一
輪
金
黄
的
圓
月
。
我
想

：

希
望
是
本
無
所

謂
有
、
無
所
謂
無
的
。
這
正
如
地
上
的
路
；
其
実
地
上
本
没
有
路
、
走
的
人
多
了
、
也4

便
成
了
路
（
傍
点
、
筆
者
注
。
以
下
、

特
に
注
記
せ
ぬ
限
り
、
同
じ（

（7
（

）。

ま
ず
「
也
」
が
登
場
す
る
文
に
先
行
す
る
文
か
ら
見
て
み
た
い
。

「
我
想
、
希
望
是
本
無
所
謂

4

4

4

有
、
無
所
謂

4

4

4

無
的
。」
の
箇
所
に
対
し
て
、
竹
内
訳
は
「
思
う
に
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と

も
い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
い
え
な
い（

（7
（

。」、
高
橋
和
巳
訳
は
「
私
は
思
う
。
希
望
と
い
う
も
の
は
本
来
あ
る
と
も
い
え
な
い
し
、

な
い
と
も
い
え
な
い（

（7
（

。」、
丸
山
昇
訳
は
「
私
は
思
っ
た
、
希
望
と
は
元
来
あ
る
と
も
言
え
ぬ
し
、
な
い
と
も
言
え
ぬ
も
の
だ（

（7
（

。」、
駒

田
信
二
訳
は
「
わ
た
し
は
思
う
。
希
望
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
あ
る
と
も
い
え
な
い
し
、
な
い
と
も
い
え
な
い
も
の
で
あ
る（

（7
（

。」

で
あ
る
。

「
無
所
謂
」
と
い
う
語
は
文
語
的
響
き
を
有
す
る
言
い
回
し
で
あ
る
。
商
務
印
書
館
の
『
古
今
漢
語
詞
典
』
は
第
一
に
「
不
在
乎
；

没
有
関
係（

（8
（

。」
と
い
う
語
義
を
挙
げ
、
第
二
に
「
談
不
上（

（8
（

。」
と
い
う
語
義
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
二
の
も
の
が
該
当
す
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
主
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
な
に
が
し
か
を
言
い
切
る
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
の
意
味
と
な
る
で
あ
ろ

う
か
。

「
無
所
謂
有
、
無
所
謂
無
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
如
上
の
既
訳
は
、
竹
内
訳
が
有
る
も
の
と
も
無
い
も
の
と
も
言
え
な
い
と
解
し

て
い
る
に
比
し
、
後
三
者
は
有
る
と
も
無
い
と
も
言
え
な
い
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訳
を
見
る
限
り
、
原
文
は
二
項
対
立
の
た
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い
そ
う
平
易
な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
原
文
と
訳
文
と
の
間
に
隔
た
り
が
生
ず
る
の
は
い
つ
の
場
合
も
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、こ
の
場
合
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
訳
す
こ
と
の
出
来
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

わ
た
く
し
は
こ
の
「
無
所
謂
有
、
無
所
謂
無
」
に
つ
い
て
は
、
有
る
と
い
う
こ
と
や
無
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
判
断
を
回
避
す

る
立
場
に
立
つ
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
解
し
て
み
た
い
。
従
っ
て
「
希
望
是
本
無
所
謂
有
、
無
所
謂
無
的
。」
の
箇
所
は
、「
希
望

と
は
本
来
的
に
『
有
』
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
で
あ
り
、
他
方
『
無
』
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の

な
の
で
あ
る
。」
と
い
う
ふ
う
に
思
い
切
っ
て
訳
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
こ
の
文
は
希
望
と
は
ま
ず
理
念

の
次
元
で
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
に
こ
れ
を
現
実
の
次
元
に
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
は
個
人
の
主
体
的
な
関
与
を
要
す
る
と
い
う

こ
と
、
そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
心
組
が
形
成
さ
れ
て
初
め
て
希
望
は
理
念
の
世
界
に
あ
っ
て
現
実
の
世
界
に
向
け
て
の
躍
動
力
を
獲

得
す
る
こ
と
を
言
い
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
文
の
次
に
続
く
、「
這
正
如
地
上
的
路
、」
と
い
う
句
は
、「
こ
の
こ
と
は
い
み
じ
く
も
地
上
の
道
に
例
え
ら
れ
る
、」
と
い
う

ふ
う
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
四
つ
の
既
訳
も
大
差
な
い
。
た
だ
興
味
深
い
の
は
四
つ
と
も
「
這
」
を
中
称
の
「
そ

れ
」
に
訳
し
て
い
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
「
也
」
が
用
い
ら
れ
た
「
其
実
地
上
本
没
有
路
、
走
的
人
多
了
、
也4

便
成
了
路
。」

と
い
う
文
が
列
な
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
竹
内
訳
は
「
も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道

に
な
る
の
だ（

（8
（

。」、
高
橋
訳
は
「
実
際
地
上
に
は
も
と
も
と
は
路
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
歩
む
人
が
多
く
な
れ
ば
、
お
の
ず
と
路
に

な
る
も
の
な
の
だ（

（8
（

。」、
丸
山
訳
は
「
じ
つ
は
地
上
に
は
も
と
も
と
道
は
な
い
、
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
道
も4

で
き
る
の
だ（

（8
（

。」、
駒

田
訳
は
「
実
際
地
上
に
は
も
と
も
と
道
は
な
い
の
だ
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ（

（8
（

。」
で
あ
る
。
こ
の
中
で

累
加
の
意
味
を
示
す
「
也
」
を
訳
文
の
中
に
表
わ
し
て
い
る
の
は
独
り
丸
山
訳
の
み
で
あ
る
。
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ま
ず
出
だ
し
の
「
其
実
」
の
訳
に
つ
い
て
些
か
考
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
「
本
」
と
い
う
語
は
本
来
的
な
こ
と
が
ら
を
述
べ

る
の
に
用
い
ら
れ
る
副
詞
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
上
に
置
か
れ
た
「
其
実
」
が
「
実
際
」
で
あ
る
と
か
、「
じ
つ
は
」
で
あ
る
と
か

い
う
よ
う
な
現
実
的
な
こ
と
が
ら
を
示
す
語
と
考
え
る
と
噛
み
合
わ
せ
が
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
前
の
句
「
這
正
如
地
上
的
路
；
」
の
中
の
「
地
上
的
路
」
はD

asein

現
実
の
次
元
の
も
の
、「
有
」
で
あ
る
。
こ
の
眼
前
に

展
開
す
る
「
地
上
的
路
」
はSein

存
在
の
次
元
か
ら
見
れ
ば
「
本
没
有
路
」
と
な
り
、「
無
」
で
あ
る
。「
這
正
如
地
上
的
路
」
は

現
象
世
界
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
の
に
比
し
、「
地
上
本
没
有
路
」と
い
う
の
は
本
質
世
界
の
も
の
ご
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
て
み
れ
ば
、「
其
実
」
は
両
者
の
文
の
関
係
を
指
す
語
と
し
て
取
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
前
後
で
現
象
世
界
と
本
質
世

界
が
対
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
「
其
実
」
は
逆
接
の
辞
と
捉
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
希
望
と
は

あ
た
か
も
眼
前
に
広
が
る
地
上
の
道
の
よ
う
で
あ
る
と
書
い
た
後
で
、
し
か
し
地
上
に
は
本
来
的
な
意
味
で
の
道
は
存
在
し
な
い
こ

と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る（

（8
（

。

次
に
こ
の
段
落
の
最
後
の
部
分
の
「
走
的
人
多
了
、
也4

便
成
了
路
。」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
句
は
「
了
…
、
便
～
」
と

い
う
形
式
か
ら
見
て
完
了
の
相
を
有
す
る
仮
定
の
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
也
」を
取
っ
て
訳
し
て
み
る
と
、「
歩
く
人
が
多
く
な
っ

た
な
ら
ば
、
道
が
出
来
上
が
る
で
あ
ろ
う
。」
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
丸
山
訳
は
「
也
」
を
帰
結
節
に
か
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
わ
た
く
し
は
条
件
節
に
か
け
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
箇
所
は
「
歩
く
人
が
多
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
も4

道
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
歩
く
人
が
多
く
な
く
と
も
道
は
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
道
は
自
分
以
外
の
他
者
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
、
す
で
に
そ
こ
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
他
者
に
労
役
を
課
す
る
者
は
民
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衆
を
支
配
す
る
為
政
者
で
あ
る
。
前
近
代
の
中
国
に
お
い
て
こ
の
為
政
者
が
民
衆
に
労
役
を
課
し
て
道
を
造
る
。
そ
の
工
事
に
は
目

的
が
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
為
政
者
を
利
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
民
衆
を
利
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
民
衆
は
自
ら
の
生
存
を
脅

か
し
か
ね
な
い
目
的
の
実
現
の
た
め
に
強
制
的
に
労
役
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

魯
迅
が
「
也
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
指
し
示
す
道
は
そ
の
よ
う
な
道
で
は
な
い
。
民
衆
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
歩
い
た
あ
と
に

出
来
る
道
で
あ
る
。
歩
く
と
い
っ
て
も
あ
て
ど
な
く
彷
徨
う
の
で
は
な
い
。
自
ら
或
る
場
所
を
目
指
し
て
歩
く
の
で
あ
る
。
多
く
の

人
が
同
じ
目
的
地
を
目
指
し
て
歩
く
と
き
、
地
は
踏
み
固
め
ら
れ
て
、
自
ず
と
そ
こ
に
道
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
地
が
希

望
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
希
望
は
多
く
の
人
々
に
抱
か
れ
る
と
き
初
め
て
実
現
へ
の
道
筋
が
現
わ
れ
出
よ
う
。
強
い
ら
れ
て
で
は
な
く
、

個
人
が
自
ら
進
ん
で
或
る
目
標
に
向
か
っ
て
荒
れ
野
に
踏
み
入
っ
て
行
く
と
き
、
そ
の
歩
み
は
、
共
同
性
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
て

行
く
。
闇
黒
の
絶
望
的
な
現
実
の
中
に
あ
っ
て
未
来
か
ら
射
し
込
む
希
望
の
光
を
頼
り
に
前
に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
く
の
で
あ
る
。

為
政
者
は
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
諸
制
度
を
拵
え
る
。
被
支
配
者
と
し
て
の
民
衆
は
絶
対
君
主
の
統
治
に
奉
仕
す
る
制
度
に
縛

ら
れ
そ
れ
に
従
わ
さ
せ
ら
れ
る
。
前
近
代
の
体
制
は
身
分
制
社
会
で
あ
る
。
民
衆
は
そ
の
よ
う
な
体
制
を
具
現
化
す
る
制
度
の
枠
に

締
め
つ
け
ら
れ
て
身
悶
え
す
る
。
彼
ら
は
ま
だ
現
実
の
も
の
と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
は
い
な
い
近
代
の
体
制
と
し
て
の
、
身
分
制
を

原
理
的
に
否
定
す
る
と
い
う
意
味
で
の
平
等
な
市
民
社
会
を
無
限
遠
点
に
見
据
え
る
。
そ
の
体
制
は
民
衆
が
客
体
で
は
な
く
主
体
と

し
て
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
た
め
の
新
た
な
制
度
を
骨
格
と
す
る
。
民
衆
は
そ
の
よ
う
な
平
等
な
社
会
体
制
を
目
指
し
て

足
を
引
き
摺
り
な
が
ら
荒
れ
野
を
突
き
進
ん
で
行
く
。
そ
の
と
き
も
ま
た
道
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
を
言
い
表
わ
す
べ
く
「
也
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
考
え
る
の
も
あ
な
が
ち
付
会
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

希
望
に
つ
い
て
は
「
故
郷
」
の
収
め
ら
れ
た
『
吶
喊
』「
自
序
」
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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後
来
想
、
凡
有
一
人
的
主
張
、
得
了
賛
和
、
是
促
其
前
進
的
、
得
了
反
対
、
是
促
其
奮
闘
的
、
独
有
叫
喊
于
生
人
中

4

4

4

4

4

4

4

4

、
而
生
人

4

4

4

并
無
反
応

4

4

4

4

、
既
非
賛
同

4

4

4

4

、
也
無
反
対

4

4

4

4

、
如
置
身
毫
無
辺
際
的
荒
原
、
無
可
措
手
的
了
、
這
是
怎
様
的
悲
哀
呵
、
我
于
是
以
我
所
4

4

感
到
者
寂
寞

4

4

4

4

4

。（
（8
（

見
ず
知
ら
ぬ
人
々
の
間
で
独
り
声
高
に
叫
ん
で
も
反
応
は
な
く
広
漠
た
る
平
原
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
で
悲
し
み
が
極
ま
っ

て
「
寂
寞
」
た
る
思
い
に
至
る
。
同
じ
方
向
に
他
者
と
共
に
歩
く
こ
と
な
ど
幻
想
で
し
か
な
い
。
雑
誌
『
新
生
』
の
挫
折
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
魯
迅
の
経
験
に
基
づ
く
悲
痛
な
る
感
懐
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
感
懐
は
独
り
魯
迅
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

那
時
偶
或
来
談
的
是
一
箇
老
明
友
金
心
異
、
将
手
提
的
大
皮
夹
放
在
破
桌
上
、
脱
下
長
衫
、
対
面
坐
下
了
、
因
為
怕
狗
、
似
乎

心
房
還
在
怦
怦
的
跳
動
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＂我
想
、
你
可
以
做
点
文
章
…
…
＂

我
懂
得
他
的
意
思
了
、
他
們
正
辧
《
新
青
年
》、
然
而
那
時
仿
佛
不
特
没
有
人
来
賛
同

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
并
且
也
還
没
有
人
来
反
対

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
我
想
、

他
們
許
是
感
到
寂
寞
了

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
但
是
説（

（8
（

：

『
新
青
年
』
の
編
集
に
関
わ
っ
た
銭
玄
同（

（8
（

た
ち
も
ま
た
荒
れ
野
で
虚
空
に
声
を
発
す
る
思
い
を
同
じ
く
し
「
寂
寞
」
を
感
じ
た
よ

う
で
あ
る
。

＂假
如
一
間
鉄
屋
子
、
是
絶
無
窗
戸
而
万
難
破
毀
的
、
里
面
有
許
多
熟
睡
的
人
們
、
不
久
都
要
悶
死
了
、
然
而
是
従
昏
睡
入
死
滅
、

并
不
感
到
就
死
的
悲
哀
。
現
在
你
大
嚷
起
来
、
驚
起
了
較
為
清
醒
的
幾
箇
人
、
使
這
不
幸
的
少
数
者
来
受
無
可
挽
救
的
臨
終
的
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苦
楚
、
你
倒
以
為
対
得
起
他
們
麼
？（

（9
（

＂

寸
分
の
隙
間
も
な
く
密
閉
さ
れ
た
空
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
昏
睡
状
態
に
陥
っ
て
い
る
多
く
の
人
間
に
誰
か
が
呼
び
か
け
た
結
果
、

高
高
数
人
が
目
を
覚
ま
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
は
覚
醒
し
た
幾
人
に
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
断
末
摩
の
苦
し
み
に
遭
わ
せ
る
だ
け

で
は
な
い
の
か
と
、
魯
迅
は
問
い
か
け
る
。

＂然
而
幾
箇
人
既
然
起
来
、
你
不
能
説
決
没
有

4

4

4

4

4

4

毀
壊
這
鉄
屋
的
希
望
4

4

。（
（9
（

＂

こ
れ
に
対
し
て
幾
人
か
が
起
き
上
が
っ
た
以
上
は
、
彼
ら
が
こ
の
鉄
壁
で
囲
ま
れ
た
部
屋
に
風
穴
を
空
け
る
「
希
望
」
の
実
現
可

能
性
を
否
定
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
具
合
に
銭
玄
同
は
答
え
る
の
で
あ
る
。

是
的
、
我
雖
然
自
有
我
的
確
信
、
然
而
説
到
希
望

4

4

4

4

、
却
是
不
能
抹
殺
的

4

4

4

4

4

4

4

、
因
為
希
望
是
在
于
将
来
、
決
不
能
以
我
之
必
無
的
証

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

明4

、
来
折
服
了
他
之
所
謂
可
有

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
于
是
我
終
于
答
応
他
也
做
文
章
了
、
這
便
是
最
初
的
、
一
篇
《
狂
人
日
記（

（9
（

》。

こ
の
魯
迅
の
文
章
は
複
雑
で
あ
る
。
希
望
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
確
信
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
否
定
し
去
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
自
分
の
「
必
無
的
証
明
」
に
よ
っ
て
彼
の
「
所
謂
可
有
」
の
主
張
を
誤
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
拒
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

然
而
我
雖
然
自
有
無
端
的
悲
哀
、
却
也
并
不
憤
懣
、
因
為
這
経
験
使
我
反
省
、
看
見
自
己
了

：

就
是
我
決
不
是
一
箇
振
臂
一
呼

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

応
者
雲
集
的
英
雄

4

4

4

4

4

4

4

。（
（9
（

魯
迅
は
雑
誌
『
新
生
』
の
失
敗
を
通
し
て
自
分
が
人
に
ひ
と
た
び
号
令
を
か
け
れ
ば
人
が
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
な
世
に
知
ら
れ
た

傑
物
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
荒
涼
た
る
原
野
で
独
り
呼
び
か
け
の
声
を
発
す
る
こ
と
の
無
力
さ
を
知
ら
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
魯
迅
の
経
験
に
基
づ
く
希
望
に
関
す
る
「
必
無
之
証
明
」
は
蓋
然
性
の
究
極
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
時
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点
で
絶
無
と
断
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
必
無
」は
一
定
の
条
件
を
前
提
に
し
て
推
測
し
た
極
限
値
で
あ
る
。
前
提
が
異
な
れ
ば
、

帰
結
も
異
な
る
。
そ
の
推
測
の
正
否
は
一
定
の
時
間
が
経
過
し
た
後
、
初
め
て
判
明
す
る
性
格
の
も
の
で
し
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
銭
玄
同
は
希
望
が
「
可
有
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
有
」
の
可
能
性
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
可
有
」
も

ま
た
「
必
無
」
と
同
じ
く
蓋
然
性
の
次
元
で
の
こ
と
で
あ
る
。
現
実
性
か
ら
「
必
無
」
を
差
し
引
い
た
と
き
残
る
の
が
目
に
見
え
な

い
ほ
ど
の
小
さ
な
「
可
有
」
で
は
な
い
か
。「
必
無
」
は
極
限
値
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
こ
の
局
限
さ
れ
た
「
可
有
」
は
近
似
値
ゼ
ロ
で

あ
る
。
し
か
し
近
似
値
ゼ
ロ
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
が
、
イ
コ
ー
ル
・
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
近
似
値
ゼ
ロ
が
現
実
に
ゼ
ロ
そ
の
も
の

と
な
る
の
か
、
そ
れ
は
時
間
の
経
過
を
も
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
必
無
」
と
「
可
有
」
の
ど
ち
ら
の
立
場
に
立
つ
か
、そ
れ
は
最
終
的
に
は
論
理
的
思
考
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
は
決
せ
ら
れ
な
い
。

い
ま
眼
前
に
展
開
す
る
状
況
は
「
無
」
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
「
寂
寞
」
た
る
思
い
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
「
無
」
と

思
し
き
状
況
に
お
い
て
現
在
出
来
得
る
こ
と
は
「
必
無
」
か
そ
れ
と
も
「
可
有
」
か
、
ど
ち
ら
か
を
主
体
的
に
選
び
取
る
こ
と
で
あ

る
。
魯
迅
は
銭
玄
同
の
言
葉
に
心
中
「
是
的
」
と
肯
っ
て
、希
望
が
「
可
有
」
で
あ
る
こ
と
に
全
存
在
を
賭
け
た
の
で
は
な
い
の
か
。

荒
れ
野
を
同
じ
方
向
に
歩
く
人
が
多
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
確
か
に
道
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
大
勢
に
呼
び
か
け
て
そ
れ
に

応
え
て
荒
れ
野
を
歩
く
人
が
多
数
現
わ
れ
出
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
一
人
以
上
、
幾
人
か
が
呼
び
か
け
に
「
諾
」
と
答
え
る
こ
と

は
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
応
答
者
が
一
人
い
れ
ば
、
そ
れ
は
最
早
虚
空
に
消
え
行
く
叫
び
で
は
な
い
。
少
数
が
双
数
か

ら
始
ま
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
少
数
者
が
集
ま
っ
て
群
れ
を
な
す
と
き
、
時
の
経
過
と
と
も
に
そ
れ
が
多
数
者
と
な
り
、
つ
い
に
は
、

そ
の
足
跡
が
道
を
な
す
の
で
は
な
い
か
。

「
于
是
我
終
干
答
応
他
也
做
文
章
了
、」
と
い
う
句
の
中
に
は
荒
れ
野
と
思
し
き
状
況
下
群
衆
に
発
す
る
銭
玄
同
の
声
を
自
分
へ
の
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呼
び
か
け
と
解
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
銭
玄
同
と
同
じ
方
向
に
歩
を
進
め
る
こ
と
に
意
を
決
し
た
魯
迅
の
希
望
の
表
明
が
見
て
取
れ

る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
歩
く
者
が
絶
え
て
無
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
か
ら
に
は
、
歩
く
者
が
僅
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
少

数
の
人
間
の
足
跡
が
続
続
と
重
な
り
合
う
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
ま
た
道
は
な
る
。
銭
玄
同
と
魯
迅
に
よ
っ
て
残
さ
れ
る
足
跡

は
最
早
一
人
の
も
の
で
は
な
い
。
時
間
を
無
限
に
延
長
さ
せ
る
な
ら
ば
、
極
限
値
と
し
て
道
は
目
に
見
え
る
大
き
さ
の
「
有
」
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
鍛
え
ら
れ
た
希
望
の
原
理
が
「
也
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
た
い
。

こ
こ
で
「
藤
野
先
生
」
の
冒
頭
の
文
に
戻
り
た
い
。「
東
京
也4

無
非
是
這
様
。」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
「
也
」
と
は
何
に
対
す
る
累
加

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

松
井
博
光
「
魯
迅
編
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
は
一
八
八
一
年
（
光
緒
七
年
、
明
治
一
四
年
）
九
月
二
十
五
日
に
紹
興
に
生
れ
、

一
八
九
八
年
（
光
緒
二
四
年
、
明
治
三
一
年
）
五
月
に
南
京
に
赴
き
江
南
水
師
学
堂
に
入
学
し
、
十
一
月
に
そ
こ
を
退
学
し
、
十
二

月
に
郷
里
に
て
科
挙
の
第
一
次
試
験
と
言
う
べ
き
県
試
を
受
け
、
一
八
九
九
年
（
光
緒
二
五
年
、
明
治
三
二
年
）
に
南
京
の
江
南
陸

師
学
堂
附
設
礦
務
鉄
路
学
堂
に
入
学
し
、
一
九
〇
二
年
（
光
緒
二
八
年
、
明
治
三
五
年
）
一
月
に
そ
こ
を
卒
業
し
て
三
月
に
留
学
の

た
め
来
日
し
、
東
京
牛
込
に
あ
る
弘
文
学
院
普
通
速
成
課
に
入
学
を
許
さ
れ
た（

（9
（

。

魯
迅
は
東
京
に
落
ち
着
く
前
に
は
南
京
で
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
提
と
な
っ
て
い
る
場
所
は

南
京
の
こ
と
で
は
な
い
か
。「
南
京
是
這
様
。
東
京
也
是
這
様
。」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
南
京
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

丸
山
昇
『
魯
迅
』
の
第
一
章
第
二
節
「
南
京
で
得
た
も
の（

（9
（

」
で
は
魯
迅
の
南
京
時
代
の
こ
と
が
ら
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
は

「
南
京
行
き
の
動
機
を
、
魯
迅
自
身
が
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て（

（9
（

」『
吶
喊
』
の
中
の
「
自
序
」
の
文
を
挙
げ
て
い
る（

（9
（

。
原
文
は
そ
の
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前
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

有
誰
従
小
康
人
家
而
墜
入
困
頓
的
麼
、
我
以
為
在
這
途
路
中
、
大
概
可
以
看
見
世
人
的
真
面
目
；
我
要
到
Ｎ
進
Ｋ
学
堂
去
了
、

仿
佛
是
想
異
路
、
逃
異
地
、
去
尋
別
様
的
人
們（

（9
（

。

一
八
九
三
年
（
光
緒
一
九
年
、
明
治
二
六
年
）、
魯
迅
が
十
三
歳
の
時
に
祖
父
福
清
が
入
獄
し
、
父
鳳
儀
も
病
気
に
な
り
、

一
八
九
六
年
（
光
緒
二
二
年
、明
治
二
九
年
）、魯
迅
が
十
六
歳
の
時
に
父
が
亡
く
な
り
、一
家
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た（

（9
（

。
彼
は
「
我

従
一
倍
高
的

台
外
送
上
衣
服
或
首
飾
去
、在
侮
蔑
里
接
了
銭
、再
到
一
様
高
的

台
上
給
我
久
病
的
父
親
買
薬（

（10
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、

四
年
余
り
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
質
屋
に
通
っ
て
屈
辱
の
内
に
得
た
金
銭
を
手
に
も
っ
て
そ
の
足
で
薬
屋
に
行
き
父
親
の
薬
を
買
っ
て

帰
る
生
活
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
少
年
周
樹
人
と
し
て
は
一
家
の
た
め
に
何
か
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
ろ
う
。
自
ら

の
将
来
に
対
し
て
夢
と
希
望
を
膨
ら
ま
せ
人
の
善
意
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
の
年
頃
に
、
容
赦
な
く
世
の
実
相
を
体

験
さ
せ
ら
れ
た
樹
人
少
年
の
小
さ
な
胸
は
押
し
潰
さ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
折
も
折
に
父
が
他
界
し
た
の
で

あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
質
屋
通
い
と
薬
屋
詣
で
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
十
六
歳
と
言
え
ば
志
学
の
年
を
過
ぎ
た
ば
か
り

で
生
気
ま
さ
に
充
溢
せ
ん
と
い
う
年
頃
で
あ
る
、
心
は
空
虚
で
は
な
か
っ
た
が
、
空
白
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

南
京
は
三
国
時
代
に
は
呉
の
孫
権
が
都
を
置
き
建
業
と
呼
ば
れ
た
由
緒
あ
る
街
と
し
て
、
中
国
で
は
古
い
都
の
一
つ
で
あ
る
。
越

の
紹
興
か
ら
は
遠
過
ぎ
な
い
距
離
に
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
江
南
水
師
学
堂
は
「
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
欧
米
列
強
に
何
度
か
敗
戦
の
う

き
目
に
会
わ
さ
れ
た
清
朝
政
府
の
開
明
的
官
僚
が
推
進
し
た
『
洋
務
運
動
』
に
よ
っ
て
一
八
九
〇
年
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（10
（

。」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
旧
式
の
科
挙
の
受
験
勉
強
で
は
得
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
の
何
ほ
ど
か
新
し
い
文
明
の
息
吹
き
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
魯
迅
が
そ
こ
に
期
待
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
加
え
て
水
師
学
堂
の
漢
文
の
教
授
は
魯
迅
の
一
族
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に
属
し
、
ま
た
学
生
と
し
て
も
そ
こ
に
す
で
に
周
家
の
二
名
が
名
を
列
ね
て
い
た
の
で
あ
る（

（10
（

。
父
親
を
天
に
送
っ
た
後
、
行
き
つ
戻

り
つ
足
踏
み
状
態
の
魯
迅
が
或
る
種
の
息
苦
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
他
者
で
あ
れ
ば
青
雲
の
志
に
燃
え
る
年
頃
の

十
八
の
春
に
南
京
に
旅
立
つ
こ
と
は
至
極
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
水
師
学
堂
は
魯
迅
の
想
像
し
た
と
こ
ろ
と
は
懸
け
離
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
丸
山
『
魯
迅
』
に
よ
れ
ば
、「
洋
学
系
統
の
学

校
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
受
け
入
れ
方
は
全
く
技
術
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
学
問
の
や
り
方
そ
の
他
根
本
的
な
点
に
お
い
て
は
、

入
学
試
験
の
や
り
方
と
同
様
、
旧
来
の
も
の
と
変
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（10
（

。」
と
い
う
よ
う
に
因
循
姑
息
な
体
の
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
入
学
し
て
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
し
て
そ
の
年
の
十
一
月
に
退
学
し
、
翌
十
二
月
に
旧
体
制
の
登
竜
門
の
第
一
関
門
と

も
言
う
べ
き
県
試
を
受
け
て
い
る（

（10
（

。
江
南
水
師
学
堂
の
旧
態
依
然
た
る
さ
ま
に
失
望
し
た
と
さ
れ
る
魯
迅
は
郷
里
の
紹
興
に
戻
り
、

旧
制
度
を
根
幹
か
ら
支
え
る
科
挙
を
受
験
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
後
に
激
烈
に
儒
教
を
批
判
し
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
闘
っ

た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
何
故
県
試
を
受
験
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
県
試
に
合
格
し
た
彼
は
そ
の
次
の
段
階
の
府
試
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
再
び
南
京
に
赴
い
た（

（10
（

。
科
挙
の
受
験
は
そ
れ
自
身
旧
体
制
の
支
持
を
表
明
す
る
意
味
合
い
を
持
つ
。
当
然
、
科
挙
受
験
は

自
家
撞
着
の
行
為
と
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
す
で
に
先
学
の
高
論
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
知
識
と
想
像
力
の
欠
如
し

た
わ
た
く
し
に
は
魯
迅
の
内
面
奥
深
く
に
入
り
込
み
そ
の
強
靱
な
思
索
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
両
刀
論
法
の
思
考

を
際
限
な
く
重
ね
た
後
に
、
或
い
は
そ
の
過
程
で
解
答
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
内
側
に
矛
盾
を
胚
胎
し
た
状
態
で
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
形

の
受
験
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
か
ら
な
い
と
い
う
一
語
に
尽
き
る
。

彼
は
再
び
南
京
に
戻
っ
た
後
、
一
八
九
九
年
（
光
緒
二
五
年
、
明
治
三
二
年
）、
十
九
歳
の
時
に
江
南
陸
師
学
堂
附
設
磺
務
鉄
路

学
堂
に
入
り
、
三
年
後
の
一
九
〇
二
年
（
光
緒
二
八
年
、
明
治
三
五
年
）
の
一
月
に
同
校
を
卒
業
し
、
そ
の
三
箇
月
後
の
三
月
に
江



一
二
（
12
）

南
督
練
公
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
日
本
に
留
学
し
た
の
で
あ
る（

（10
（

。
魯
迅
は
す
で
に
二
十
二
歳
の
成
年
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
多
情
多
感

な
三
年
の
間
に
、
丸
山
『
魯
迅
』
に
よ
れ
ば
進
歩
的
で
あ
っ
た
二
代
め
校
長
の

明
震
に
出
会
い
、
厳
復
訳
『
天
演
論
』
な
ど
の
開

明
思
想
や
梁
啓
超
の
雑
誌
『
時
務
報
』
な
ど
の
改
革
思
潮
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た（

（10
（

。
こ
れ
ら
の
人
物
と
書
物
と
の
出
会
い
は
魯
迅

の
内
面
形
成
に
大
き
く
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
南
京
是
這
様
。」、
つ
ま
り
「
南
京
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
南
京
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
再
び
、「
藤
野
先
生
」
に
戻
る
。「
東
京
也
無
非
是
這
様
。」
の
す
ぐ
後
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

上
野
的
櫻
花
爛
澷
的
時
節
、
望
去
確
也
像
緋
紅
的
軽
雲
、
但
花
下
也
缺
不
了
成
群
結
隊
的
＂清
国
留
学
生
＂
的
速
成
班
、
頭
頂

上
盤
着
大
辮
子
、
頂
得
学
生
制
帽
的
頂
上
高
高

起
、
形
成
一
座
富
士
山
。
也
有
解
散
辮
子
、
盤
得
平
的
、
除
下
帽
来
、
油
光

可
鑑
、
宛
如
小
姑
娘
的
髪
髺
一
般
、

要
将
脖
子
扭
幾
扭
。
実
在
標
致
極
了（

（10
（

。

「

要
将
脖
子
扭
幾
扭
。
実
在
標
致
極
了

4

4

4

4

。」
と
い
う
表
現
は
辛
辣
な
魯
迅
な
ら
で
は
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
に
対
し
て
、

竹
内
訳
は
「
こ
れ
で
首
の
ひ
と
つ
も
ひ
ね
れ
ば
色
気
は
満
点
だ

4

4

4

4

4

4

。（
（10
（

」
高
橋
訳
は
「
し
か
も
首
を
ひ
ね
っ
て
み
た
り
す
る
。
ま
っ
た
く

色
気
た
っ
ぷ
り
だ

4

4

4

4

4

4

4

。（
（11
（

」
立
間
訳
は
「
そ
の
う
え
、
今
に
も
首
を
か
し
げ
て
科4

し
な

を
作
ら
ん

4

4

4

4

ば
か
り
の
風
情
は
、
な
ん
と
も
は
や
お
見
事

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
も
の
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。（
（11
（

」
駒
田
訳
は
「
こ
れ
で
首
を
ひ
ね
っ
て
み
せ
れ
ば
、
ま
こ
と
に
な
か
な
か
の
器
量
よ
し
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（
（11
（

」
と
な
っ
て
い

る
。「
標
致
極
了
」
を
「
色
気
云
云
」
と
訳
す
の
は
大
家
の
公
子
の
用
い
る
語
と
し
て
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て

な
ら
な
い
。「
可
愛
ら
し
い
」
く
ら
い
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
小
姑
娘
」
と
対
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
標
致
」
に
つ
い
て
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
六
は
第
二
の
語
義
を
「
容
貌
の
美
し
い
こ
と
。
み
め
よ
い
。」
と
記
し
、『
元
曲
』『
紅

楼
夢
』『
剪
燈
新
話
』
の
中
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る（

（11
（

。
ま
た
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
四
巻
は
第
五
の
語
義
を
「
優
美
；
秀
麗
。」
と
記
し
、
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『
因
話
録
』、『
元
曲
』、『
儒
林
外
史
』、『
家
』
の
中
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る（

（11
（

。
明
清
期
以
降
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
と
、『
紅
楼
夢
』

第
三
九
が
「
原
来
是
一
箇
十
七
八
歳
極
標
致

4

4

的
一
箇
小
姑
娘
、
梳
着
溜
油
光
的
頭
、
穿
着
大
紅

児
、
白
綾
子
裙
児
…
…（

（11
（

」、『
剪
燈

新
話
』
巻
一
「
聯
芳
楼
記
」
が
「
顧
生
亦
少
年
標
致

4

4

、
門
戸
亦
正
相
敵（

（11
（

。」、『
儒
林
外
史
』
第
二
十
回
が
、「
掲
去
方
巾
、
見
那
新
娘

子
辛
小
姐
、
真
有
沈
魚
落
雁
之
容
、
閉
月
羞
花
之
貌
；
人
物
又
標
致

4

4

、
嫁
装
又
斉
整（

（11
（

。」、『
家
』
二
六
が
「
好
箇
標
致
4

4

的
姑
娘
、
白

白
送
給
老
頭
子
做
姨
太
太
、
真
可
惜（

（11
（

」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
に
よ
れ
ば
、「
標
致
」
は
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
も
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
で
あ
り
、
瑞
瑞
し
い
若
さ
に
基
づ
く

容
貌
の
麗
し
さ
を
表
す
も
の
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
男
女
の
間
の
情
感
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
形
態
的
特
徴
を
指
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
わ
た
く
し
は
年
来
の
畏
友
李
少
勤
氏
に
こ
の
語
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。
李
さ
ん
は
南
京
出
身
の
香
港
市
民
で
普

通
話
、
広
東
語
、
英
語
、
日
本
語
に
堪
能
で
あ
る
。
一
橋
大
学
の
学
部
と
大
学
院
で
社
会
学
や
地
理
学
を
学
ば
れ
た
後
、
香
港
に
戻

り
香
港
貿
易
発
展
局
（H

ong K
ong T

rade D
evelopm

ent Council

）
の
代
表
団
の
通
訳
の
お
仕
事
な
ど
で
た
び
た
び
来
日
さ

れ
た
。
言
葉
の
表
層
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
深
層
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
よ
う
と
す
る
李
さ
ん
は
中
国
文
学
に
も
通

じ
、
在
学
時
代
に
し
ば
し
ば
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
文
学
好
き
の
李
さ
ん
が
日
本
で
は
中
国
文
学
の
こ
と
を
専
門
と
し
て
研
究
さ
れ
な

い
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
だ
っ
た
。

二
〇
一
三
年
十
月
三
一
日
付
け
の
李
さ
ん
か
ら
の
返
書
に
よ
れ
ば
「
簡
単
な
こ
と
ば
で
誰
で
も
わ
か
る
こ
と
ば
で
す
。
但
し
い
ろ

ん
な
状
況
に
つ
か
う
か
ら
、
日
本
語
や
英
語
に
ぴ
っ
た
り
ア
タ
ル
こ
と
ば
は
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。pretty

と
かhandsom

e

の

意
味
、
主
に
若
い
女
性
の
外
観
―
傍
線
、
李
氏
注
―
に
使
い
ま
す
が
、
若
い
男
性
や
物
に
使
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
（
フ
ラ

ン
ス
の
自
動
車Pigeoit

（
？
）
はH

.K
.

で
は
『
標
緻
』
と
し
て
ま
す
。
漢
字
か
ら
見
る
と
、
標
→
標
準
、
致
→
極
、
お
そ
ら
く
一
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般
の
中
国
人
は
「
基
準
の
極
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
…
『
色
気
が
あ
る
』
と
の
日
本
訳
で
は
、
皮
肉
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
訳
し
す
ぎ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
え
て
文
脈
な
し
で
訳
す
な
ら
ば
〔
ぬ
き
ん
で
る
〕
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

急
に
『
か
っ
こ
う
良
い
』
を
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
『
ぬ
き
ん
で
る
』
と
の
ま
ん
中
の
こ
と
ば
は
日
本
語
に
な
い
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
『
標
緻
』
は
中
国
人
に
ア
イ
マ
イ
な
こ
と
ば
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
味
は
は
っ
き
り
し
て
ま
す
が
、
反
訳
す
る
と
き
に
は

困
る
こ
と
ば
で
す
。T

aget language

に
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
委
曲
を
尽
く
し
た
解
説
に
わ
が

意
を
得
た
り
と
胸
を
撫
で
下
ろ
す
思
い
が
し
た
。

丸
山
昇
『
魯
迅
』
に
よ
れ
ば
、「
当
時
留
学
生
の
多
く
は
、
辮
髪
を
切
ら
ず
、
頭
の
上
に
巻
き
上
げ
、
そ
の
上
に
帽
子
を
か
ぶ
る

た
め
富
士
山
の
よ
う
に
見
え
た
。
彼
ら
の
大
部
分
は
、
法
律
、
経
済
を
学
び
、
国
に
帰
っ
て
役
人
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

革
命
を
唱
え
る
留
学
生
の
中
に
も
、
革
命
そ
の
も
の
よ
り
革
命
後
の
新
政
府
で
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
く
こ
と
の
方
に
関
心
の
あ
る
も

の
が
少
な
く
な
か
っ
た（

（11
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
清
末
期
の
日
本
留
学
生
は
故
国
に
帰
っ
て
清
朝
政
府
の
官
僚
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
り
、
或
い
は
革
命
が
成
功
し
た
暁
に
は
革
命
政
府
の
役
人
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
り
、
保
守
、
革
新
の
多
く
が
い

ず
れ
も
立
身
出
世
を
求
め
る
類
で
あ
っ
て
、
魯
迅
は
こ
れ
ら
の
人
士
に
対
し
て
隔
た
り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（12
（

。
そ
れ
が
「
嫌

悪
感
」
と
呼
べ
る
も
の
な
の
か
は
わ
た
く
し
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
彼
ら
へ
の
気
持
ち
が
「
実
在
標
致
極
了
」
と
い
う
言
葉
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
憫
笑
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
そ
れ
は
淡
泊
な
も
の
で
は
な
く
、
皮
肉
の
込
め
ら
れ

た
煮
え
た
ぎ
る
よ
う
な
強
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
清
国
留
学
生
を
目
の
当
た
り
に
し
た
魯
迅
は
新
式
の
洋
学
を
教
え
る
南
京
の
学
校
に
お
い
て
も
個
人
の
栄
達
願
望
に

駆
ら
れ
た
人
間
が
学
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
に
い
る
清
国
留
学
生
と
の
距
離
感
は
南
京
の
洋
式
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学
校
に
学
ん
だ
学
生
と
の
距
離
感
を
媒
介
に
増
幅
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
竹
内
好
『
続　

魯
迅
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、「
こ
と
に
、
魯
迅
の
留
学
す
る
少
し
前
に
改
革
派
と
革
命

派
の
指
導
者
が
そ
ろ
っ
て
日
本
へ
亡
命
し
て
来
て
、
東
京
や
横
浜
を
本
拠
に
し
て
宣
伝
活
動
を
や
っ
て
お
り
、
祖
国
の
将
来
を
に
な

う
と
い
う
読
書
人
的
プ
ラ
イ
ド
か
ら
、
多
く
の
留
学
生
が
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た（

（12
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
政
治
的
派
閥
の
一

部
が
そ
の
ま
ま
日
本
に
並
行
移
動
し
て
お
り
、
日
本
の
中
の
小
宇
宙
に
中
国
の
政
治
の
舞
台
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政

治
の
舞
台
に
日
本
留
学
生
も
様
々
な
形
で
登
場
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
留
学
生
だ
け
で
一
つ
の
社
会
を
構
成
し

て
い
た
。
留
学
生
は
、
官
費
生
も
私
費
生
も
、
ほ
と
ん
ど
全
部
が
読
書
人
の
子
弟
で
あ
る
。
自
国
に
い
た
と
き
の
よ
う
に
、
民
衆
と

直
接
生
活
が
ふ
れ
あ
う
条
件
は
な
い
。
ま
た
、
家
族
関
係
か
ら
も
脱
却
し
て
い
る
。
彼
ら
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
一
応
ま
が
り
な
り

に
も
近
代
国
家
の
体
裁
を
と
と
の
え
つ
つ
あ
る
日
本
で
あ
る
。
身
分
意
識
が
う
す
れ
、
職
業
や
転
居
が
自
由
で
、
教
育
が
普
及
し
、

交
換
経
済
が
日
常
生
活
に
ま
で
浸
み
込
ん
で
い
る
、
と
い
っ
た
社
会
で
あ
る
。
こ
の
自
国
と
の
落
差

4

4

は
否
応
な
く
目
に
は
い

る（
（12
（

。
‥
‥
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
留
学
生
の
社
会
は
一
般
的
に
は
政
治
意
識
が
高
い
。
こ
と
に
、
魯
迅
の
留
学
す
る
少
し
前
に
改4

革
派
4

4

と
革
命
派

4

4

4

の
指
導
者
が
そ
ろ
っ
て
日
本
へ
亡
命
し
て
来
て
、
東
京
や
横
浜
を
本
拠
に
し
て
宣
伝
活
動
を
や
っ
て
お
り
、
祖
国
の

4

4

4

将
来
を
に
な
う
と
い
う
読
書
人
的
プ
ラ
イ
ド

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
、
多
く
の
留
学
生
が
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
代
国
家
日

本
と
前
近
代
王
朝
清
国
と
の
隔
た
り
を
認
識
し
自
覚
し
た
留
学
生
は
政
治
運
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
「
祖
国
の
将
来
を
に
な
う
と
い
う
読
書
人
的
プ
ラ
イ
ド
」
か
ら
や
「
自
国
と
の
落
差
」
と
い
う
表
現
に
は
些
か
抵

抗
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
中
国
は
一
八
四
二
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、

次
第
に
欧
米
に
大
幅
に
門
戸
を
解
放
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
欧
米
人
宣
教
師
の
来
華
が
加
速
さ
れ
た
。
彼
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ら
は
キ
リ
ス
ト
教
を
主
軸
に
し
て
西
洋
の
文
化
、
文
明
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
。
地
大
物
博
の
中
国
は
た
だ
ち
に
近
代
国
家
と
は
な

り
得
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
東
ア
ジ
ア
で
宣
教
師
を
通
し
て
逸
早
く
正
面
か
ら
西
洋
文
明
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
日
本
は

一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
に
よ
り
近
代
国
家
の
体
裁
だ
け
は
整
え
た
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
令
は
一
八
七
三
年
に
な
っ
て
よ

う
や
く
実
質
的
に
撤
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
宣
教
師
が
近
代
文
明
の
精
華
を
紹
介
し
伝

達
す
る
の
に
適
し
た
充
分
な
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た（

（12
（

。
一
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
西
洋
文
明
を
大
々
的
に
吸
収
し

た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。そ
の
西
洋
文
明
の
有
力
な
伝
達
者
の
重
要
な
部
分
を
形
成
す
る
主
体
が
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
ま
ず
中
国
に
伝
道
の
拠
点
を
置
い
た
。
次
に
国
際
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
日
本
に
も
伝
道
の
拠
点
を
築
い
た
。
そ
の
結
果
、

中
国
か
ら
日
本
へ
と
い
う
宣
教
師
の
人
的
資
源
の
流
れ
が
生
じ
た
。
そ
の
典
型
的
人
物
に
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
（
ヘ
ボ
ン
）（H

epburn

）

な
ど
が
い
た
。
日
本
は
鷗
外
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
普
請
中
」
で
あ
り
、
社
会
の
あ
ち
こ
ち
に
近
代
的
な
も
の
と
前
近
代
的
な
も
の

と
が
混
在
し
、
両
者
の
間
に
軋
み
が
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
物
質
的
な
近
代
社
会
に
適
合
す
る
近
代
精
神
が
形
成
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
新
し
い
革
袋
は
用
意
さ
れ
た
が
、
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
万
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等

で
あ
る
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
は
独
立
し
た
形
で
教
え
示
し
た
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
の
す
す
め
』
を
時
代
が
必
要
と
し
た
所
以

で
あ
る
。

し
か
し
日
本
は
一
八
八
九
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
世
襲
制
の
華
族
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
平
等
な
市

民
か
ら
構
成
さ
れ
る
べ
き
近
代
的
な
市
民
社
会
へ
の
移
行
を
自
ら
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
に
議
会
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
大

権
を
認
め
た
人
民
不
在
の
憲
法
は
日
本
の
近
代
を
そ
の
根
底
か
ら
挫
折
さ
せ
た（

（12
（

。
日
本
は
市
民
社
会
国
家
の
過
程
を
経
ず
し
て
一
足

飛
び
に
帝
国
主
義
国
家
と
な
り
、
ア
ジ
ア
侵
略
に
踏
み
出
し
て
行
っ
た（

（12
（

。
一
方
、
中
国
は
体
制
こ
そ
前
近
代
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
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宣
教
師
が
活
躍
す
る
場
が
広
く
認
め
ら
れ
、
万
人
平
等
の
市
民
社
会
国
家
の
思
想
を
受
け
容
れ
易
い
思
想
的
な
素
地
が
形
成
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
と
日
本
と
の
間
に
あ
っ
た
の
は
量
的
な
「
落
差
」
な
ど
で
は
な
く
、
質
的
な
「
差
異
」、
或

い
は
非
対
称
性
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
日
本
留
学
生
の
政
治
運
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
洋
学
を
教
え
る
南
京
の
官
立
学
校
で
学
生
た
ち
の
間
に
、
同
じ
よ

う
に
存
在
し
た
と
は
推
測
し
難
い
。
東
京
に
は
南
京
に
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
立
身
出
世
を
志
向
す
る
学
生
が
い
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
派
閥
の
政
治
運
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
政
治
運
動
に
中
国
人
留
学
生
の
中
か
ら
自
ら
進
ん
で

参
加
し
て
行
く
者
も
現
れ
た
。
留
学
生
は
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
政
治
的
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
Ａ
也
無
非
是
Ｂ
」
と
い
う
句
は
単
な
る
論
理
計
算
の
帰
結
と
し
て
「Ａ

＝Ｂ

」
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
「Ａ

∪Ｂ

」、
つ
ま
り
集
合
Ｂ
は
集
合
Ａ
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
含
意
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
集
合
Ａ
に
は
集
合
Ｂ

に
な
い
も
の
が
あ
る
わ
け
な
の
だ
。
東
京
は
南
京
と
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
留

学
生
が
守
旧
派
、
改
革
派
、
革
命
派
な
ど
の
派
閥
闘
争
に
捲
き
込
ま
れ
て
進
む
べ
き
道
を
見
失
う
と
い
う
五
里
霧
中
の
状
況
に
置
か

れ
て
い
た
こ
と
を
「
東
京
也
無
非
是
這
様
。」
と
い
う
文
は
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
大
体
、
留
学
生
一
般
の
思
想
状
況
そ
の
も
の
が
、
ま
だ
極

め
て
雑
多
な
要
素
を
中
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
雑
多
な
動
機
と
様
々
な
発
想
で
、
中
国
の
未
来
像

を
自
己
の
進
路
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
共
通
な
も
の
と
し
て
、
漠
然
と
し
た
革
命
な
い
し
改
良
の
空
気
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う

な
状
況
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い（

（12
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
留
学
生
の
思
想
的
な
状
況
が
諸
要
素
の
入
り
混
じ
っ
た
不
分
明
な
も
の
で
あ
っ
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た
し
、「
…
留
学
生
界
そ
の
も
の
と
と
も
に
、革
命
を
目
指
す
流
れ
そ
の
も
の
が
、混
沌
期
に
あ
る
。
…
中
国
革
命
に
即
し
て
い
え
ば
、

一
九
〇
五
年
、
孫
文
を
中
心
と
す
る
広
東
派
、
章
太
炎
を
中
心
と
す
る
浙
江
派
、
黄
興
を
中
心
と
す
る
湖
南
派
が
大
同
団
結
し
て
、

中
国
革
命
同
盟
会
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
中
心
的
な
運
動
主
体
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（12
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
革
命

運
動
が
統
一
戦
線
を
形
成
す
る
の
が
容
易
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
革
命
同
盟
会
は
よ
う
や
く
一
九
〇
五
年（
光
緒
三
一
年
、

明
治
三
八
年
）、
に
魯
迅
が
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
翌
年
に
成
立
を
見
た
。
魯
迅
が
弘
文
学
院
を
卒
業
し
た
一
九
〇
四
年

に
は
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

但
到
傍
晩
、
有
一
間
的
地
板
便
常
不
免
要

地
響
得
震
天
、
兼
以
満
房
煙
塵
闘
乱
；
問
問
精
通
時
事
的
人

4

4

4

4

4

4

4

4

、
答
道
4

4

、
＂那4

是
在
学
跳
舞

4

4

4

4

4

。（
（12
（

＂

中
国
留
学
生
会
館
の
一
室
は
夕
方
に
な
る
と
決
ま
っ
て
「
ド
ン
、
ド
ン
」
と
い
う
大
き
な
音
が
し
、
会
館
の
中
は
ほ
こ
り
が
乱
舞

す
る
。「
時
事
に
精
し
い
人
物
（
精
通
時
事
的
人
）」
に
尋
ね
る
と
、「
あ
れ
は
ダ
ン
ス
の
勉
強
の
最
中
さ
（
那
是
在
学
跳
舞
）」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
来
た
。
こ
こ
で
言
う
「
時
事
」
と
は
政
治
運
動
の
こ
と
で
は
な
い
か
。「
ダ
ン
ス
の
勉
強
」
と
は
進
む
べ
き
道
に

つ
い
て
議
論
が
昴
じ
て
留
学
生
同
士
、
組
ん
ず
解
れ
つ
の
つ
か
み
合
い
の
喧
嘩
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。「
学
跳
舞
」

と
は
皮
肉
の
こ
も
っ
た
一
種
の
ユ
ー
モ
ア
と
し
て
解
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
政
治
運
動
に
関
し
て
毎
日
甲
論
乙
駁
せ
ず
ん
ば
や
ま
ぬ
切
羽
詰
っ
た
思
想
的
な
状
況
が
東
京
に
い
る
中
国
人
留
学
生
の

間
に
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
手
の
側
の
政
治
運
動
、
な
か
で
も
革
命
運
動
の
ほ
う
は
流
動
的
で
心
あ
る
留
学
生
を
受

け
容
れ
る
だ
け
の
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か（

（12
（

。

到
別
的
地
方
去
去
看
看
如
何
呢（

（13
（

？



一
九

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

（
19
）

確
た
る
答
え
の
見
出
せ
ぬ
ま
ま
、
魯
迅
は
「
ど
こ
か
よ
そ
に
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。」
と
呻
き
声
に
似
た
問
い
を
自
ら

発
す
る
の
で
あ
っ
た
。
丸
山
昇
「
魯
迅
と
そ
の
時
代
」
に
よ
れ
ば
、「
彼
は
こ
の
普
通
速
成
科
を
〇
四
年
四
月
に
卒
業
す
る
と
、九
月
、

仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
た
。
本
来
は
東
京
帝
大
の
工
学
部
採
鉱
冶
金
工
学
科
に
入
学
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
を
、
自
分
の
意

思
で
医
学
を
選
ん
だ
の
だ
と
い
う（

（13
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
南
京
で
学
ん
だ
工
学
を
活
か
す
こ
と
な
く
、
自
ら
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

医
学
の
道
を
選
ん
で
仙
台
に
赴
い
た
。

然
而
我
也
顧
不
得
這
些
事
、
終
于
到
Ｎ
去
進
了
Ｋ
学
堂
了
、
在
這
学
堂
里
、
我
才
知
道
世
上
還
有
所
謂
格
致
、
算
学
、
地
理
、

歴
史
、
絵
図
和
体
操
。
生
理
学
并
不
教
、
但
我
們
却
看
到
木
版
的
《
全
体
新
論

4

4

4

4

》
和
《
化
学
衛
生
論
》
之
類
了（

（13
（

。

彼
は
南
京
の
江
南
水
師
学
堂
や
礦
務
鉄
路
学
堂
で
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
に
触
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
『
全
体
新
論
』
や
『
化

学
衛
生
論
』
な
ど
の
本
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
科
挙
の
受
験
勉
強
の
た
め
の
四
書
五
経
の
儒
教
の
世
界
と
は
明
ら
か

に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、『
全
体
新
論
』
は
浦
山
き
か
「
魯
迅
と
医
学
―
十
全
な
る
知
へ
の
憧
憬
」
に
附
さ
れ
た
「
魯

迅
の
購
入
・
所
蔵
書
目
表
（
医
経
・
経
方
、
西
洋
近
代
医
学
関
連
）」
の
中
に
も
入
っ
て
い
て
、「
購
入
年
月
日
」
の
欄
に
は
「
不
明
」

と
あ
り
、「
備
考
」
に
は
「『
吶
喊
』
自
序
に
書
名
引
用
。「
魯
迅
研
究
月
刊
」
二
〇
〇
四
年
一
一
月
「
魯
迅
所
蔵
古
籍
漫
談
」
所
載
。」

と
あ
る（

（13
（

。
ま
た
陳
邦
賢
『
中
国
医
学
史
』
に
よ
れ
ば
、「
道
光
二
四
年
（
一
八
四
三
）
に
英
国
人
ホ
ブ
ソ
ン
は
香
港
の
病
院
で
中
国

人
に
医
学
を
教
授
し
、
英
文
医
学
書
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
。
全
部
で
『
全
体
新
論
』（
解
剖
生
理
学
）、『
西
医
略
論
』（
実
際
は
外

科
臨
床
実
験
を
専
述
）、『
婦
嬰
浅
説
』（
看
護
法
と
小
児
病
）、『
内
科
新
説
』（
内
科
臨
床
と
薬
物
概
論
を
含
む
）
な
ど
が
あ
る（

（13
（

。」

と
あ
る
よ
う
に
、『
全
体
新
論
』
は
英
国
人
ホ
ブ
ソ
ン
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

英
国
人
医
師
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
吉
田
寅
『
宣
教
師
刊
中
国
語
医
学
書
と
関
連
資
料
』
所
載
の
「
ホ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
と
中
国
語
著
作
」



二
〇
（
20
）

に
よ
れ
ば
、
一
八
一
六
年
英
国
の
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
生
ま
れ
ロ
ン
ド
ン
大
学
を
卒
業
し
て
後
、
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
に
入
り
、
後
に

中
国
医
療
伝
道
会
（T

he M
edical M

issionary Society in China

（
（13
（

）
に
移
り
、
中
国
滞
在
約
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
医
療

伝
道
に
尽
力
し
、
中
国
語
を
用
い
て
キ
リ
ス
ト
教
と
医
学
な
ど
の
自
然
科
学
に
関
す
る
著
作
を
世
に
送
っ
た
。
一
八
五
九
年
に
帰
国

し
、
一
八
七
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
に
て
天
に
召
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（13
（

。

ホ
ブ
ソ
ン
の
漢
文
著
作
の
『
全
体
新
論
』
は
吉
田
寅
「『
全
体
新
論
』
の
内
容
と
そ
の
特
色
に
」
よ
れ
ば
、初
版
が
一
八
五
一
年
（
咸

豊
元
年
）
に
広
東
の
恵
愛
医
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
西
洋
医
学
の
解
剖
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
医
学
の
伝
統

を
評
価
し
つ
つ
、
中
国
の
医
学
の
不
充
分
な
と
こ
ろ
を
補
う
た
め
に
中
国
の
知
識
人
の
協
力
者
陳
脩
堂
を
得
て
出
来
上
が
っ
た（

（13
（

。
同

書
は
吉
田
寅
「
中
国
に
お
け
る
反
響
」
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
医
学
界
か
ら
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
知
識
人
及
び
中
国
に
滞
在
す
る
欧

米
人
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
世
紀
末
に
な
っ
て
も
中
国
の
青
年
の
間
で
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（13
（

。
魯
迅
は

若
き
日
に
『
全
体
新
論
』
に
出
会
い
、後
に
自
ら
入
手
し
て
蔵
書
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
魯
迅
の
思
想
世
界
に
お
い
て
『
全
体
新
論
』

の
占
め
る
位
置
は
決
し
て
低
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

起
初
有
幾
本
是
線
装
的
；
還
有
翻
刻
中
国
譯
本
的
、
他
們
的
翻
譯
和
研
究
新
的
医
学
、
并
不
比
中
国
早

4

4

4

4

4

4

。（
（13
（

藤
野
厳
九
郎
は
解
剖
学
の
講
義
に
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た
中
国
語
の
医
学
書
を
持
参
し
た
。
吉
田
寅
「
日
本
に
お
け
る
反
響
」
に
よ

れ
ば
、「
一
八
五
〇
年
代
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
ホ
ブ
ソ
ン
の
中
国
語
医
学
書
は
、
や
が
て
わ
が
国
に
も
舶
載
さ
れ
、
翻
刻
も
し
く

は
和
訳
が
行
な
わ
れ
て
、
幕
末
明
治
初
年
に
お
け
る
黎
明
期
日
本
の
西
洋
医
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た（

（14
（

。」
と

あ
る
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
一
連
の
医
学
関
係
の
漢
文
著
作
は
幕
末
期
に
日
本
で
翻
刻
さ
れ
、
日
本
の
西
洋
医
学
の
前
進
に
貢
献
し

た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
『
全
体
新
論
』
の
翻
刻
が
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
に
最
初
に
、
伏
見
の
医
師
越
智
氏
に
よ
っ
て
出
さ
れ
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て
い
る（

（14
（

。「
わ
が
師
と
認
め
る
人
（
我
所
認
為
我
師
的
）」
の
携
え
た
そ
の
翻
刻
本
の
中
の
一
つ
に
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』
が
入
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
西
洋
医
学
研
究
は
「
并
不
比
中
国
早
」
―
「
別
段
、
中
国
よ
り
早
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
訳
せ
よ
う
か（

（14
（

―
と
い
う
魯

迅
の
認
識
は
吉
田
寅
の
ホ
ブ
ソ
ン
に
関
す
る
研
究
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
正
確
な
洞
察
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
解
剖
学
に
関
す
る
知
識
の
上
で
は
魯
迅
は
仙
台
医
専
の
同
級
生
よ
り
一
頭
地
を
抜
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
西
洋
医

学
の
東
洋
へ
の
移
植
に
つ
い
て
は
藤
野
厳
九
郎
も
具
有
せ
ぬ
知
見
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

我
還
記
得
先
前
的
医
生
的
議
論
和
方
薬
、
和
現
在
所
知
道
的
比
較
起
来
、
便
漸
漸
的
悟
得
中
医
不
過
是
一
種
有
意
的
或
無
意
的

　

騙
子
、
同
時
又
很
起
了
対
于
被
騙
的
病
人
和
他
的
家
族
的
同
情（

（14
（

；

魯
迅
は
西
洋
医
学
の『
全
体
新
論
』な
ど
を
通
し
て
次
第
に
漢
方
医
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
が
虚
妄
で
あ
る
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ

て
行
っ
た
。
こ
れ
は
父
親
の
病
気
の
た
め
に
入
手
し
難
い
冬
の
葦
の
根
な
ど
を
薬
と
し
て
処
方
さ
れ
、
薬
効
空
し
く
志
学
の
頃
に
父

を
亡
く
し
た
魯
迅
の
実
体
験
に
基
づ
く
感
懐
で
あ
っ
た
ろ
う（

（14
（

。

ホ
ブ
ソ
ン
は
『
全
体
新
論
』
の
「
自
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

夫
醫
學
一-

道
。
工-

夫
甚

タ
鉅

シ
。
關
繫
非

スレ
輕

ニ
。
不
レ
知
二
部
位
一ヲ
者
。
即

チ
不
レ
知
ニ
病-

源
一
。
不
レ
知
ニ
病-

源
一
者
。
即

チ

不
レ
明

セ
部
位

ヲ
者
。
即

チ
不
レ
知
ニ
病-

源
一
。
不
レ
知
ニ
病-
源
一
者
。
即

チ
不
レ
明

セ
治-

法
一ヲ
。
不

ソレ
明
二セ
治-

法
一ヲ
。
而
用
二
平-

常

之
一ヲ
。
猶
レ
屬
レセ

ン
不
レ
致
ニ
大
害
一ヲ
。
若
二シ
捕
レ
風
捉
レ
影
。
以
レ

試
レ
病
。
將
レ
有
二
不
レ
忍
レ
言

フ
ニ

者
一
矣
。
然

ル
ニ

以
二
中-

ノ

大-

國
一
。
能-

者
固

ヨ
リ

不
レ
乏
レカ

ラ
人

ニ
。
而
庸
醫
碌-

碌
。
惟
利
是

レ
圓

ル
者
。
亦
指
不
レ
勝
レヘ
屈

ス
ル
ニ

。
深

ク
為

ニ
惜
レ
之（

（14
（

ヲ
。

魯
迅
は
西
洋
医
学
が
病
気
の
源
に
対
し
て
有
効
な
治
療
方
法
を
体
系
的
に
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
の
序
文
に
接
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し
て
、
父
親
の
病
気
を
診
た
名
立
た
る
漢
方
医
が
理
性
を
も
っ
て
し
て
は
解
す
る
の
に
苦
し
む
と
こ
ろ
の
入
手
し
難
い
、
そ
れ
ゆ
え

に
高
額
で
あ
ろ
う
薬
を
処
方
す
る
だ
け
で
、
病
気
の
原
因
を
突
き
止
め
て
こ
れ
を
根
治
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
姿
を
思
い
浮
か

べ
た
の
で
は
な
い
か
。
理
論
的
な
方
法
論
を
も
っ
て
対
象
に
向
き
合
う
こ
と
を
教
え
る
『
全
体
新
論
』
の
こ
の
序
文
は
単
に
漢
方
医

学
へ
の
漠
然
た
る
懐
疑
で
あ
っ
た
も
の
を
方
法
的
懐
疑
（doute m

éthodique

）
に
比
定
さ
れ
得
る
も
の
に
練
り
上
げ
る
だ
け
の
明

晰
さ
を
も
っ
て
魯
迅
に
迫
り
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
仙
台
へ
の
道
の
り
は
決
し
て
遠
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
注

（
70
）『
魯
迅
全
集
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
第
二
巻
、
三
〇
二
頁
（
今
回
よ
り
一
九
八
七
年
版
を
用
い
る
。
神
戸
の
古
書
肆
よ
り
入

手
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
内
容
は
一
九
八
一
年
版
と
同
様
と
聞
く
）。

（
71
）
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
』（
築
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
第
二
巻
、
一
四
七
頁
。

（
72
）「
世
界
の
文
学
47
」『
魯
迅
』（
高
橋
和
巳
訳
）
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
、
三
四
五
頁
。

（
73
）『
魯
迅
全
集　

3
』「
野
草
・
朝
花
夕
拾
・
故
事
新
編
」（
訳
者
［
代
表
］
立
間
祥
介
）
学
習
研
究
社
、
一
九
八
五
年
、
一
六
九
頁
。

（
74
）
魯
迅
『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』（
駒
田
信
二
訳
）
講
談
社
、
一
九
九
八
年
、
二
五
九
頁
。

（
75
）『
魯
迅
全
集
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
第
一
巻
、
四
八
五
頁
。

（
76
）
前
掲
竹
内
訳
『
魯
迅
文
集
』（
一
九
七
六
年
）
第
一
巻
、
九
七
頁
。

（
77
）
前
掲
高
橋
訳
『
魯
迅
』、
七
二
頁
。

（
78
）『
魯
迅
全
集　

2
』「
吶
喊
、
彷
徨
」（
訳
者
［
代
表
］
丸
山
昇
）
学
習
研
究
社
、
一
九
八
四
年
、
九
二
頁
。

（
79
）
前
掲
駒
田
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』、
七
九
頁
。

（
80
）
商
務
印
書
館
辞
書
研
究
中
心
編
『
古
今
漢
語
詞
典
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
二
〇
頁
。

（
81
）
同
辞
典
、
同
頁
。
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（
82
）
前
掲
竹
内
訳
『
魯
迅
文
集
』
第
一
巻
、
九
七
頁
。

（
83
）
前
掲
高
橋
訳
『
魯
迅
』、
七
二
頁
。

（
84
）
前
掲
丸
山
訳
『
魯
迅
全
集　

2
』
九
二
頁
。

（
85
）
前
掲
駒
田
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』、
七
九
頁
。

（
86
）
わ
た
く
し
は
一
九
七
四
年
、
七
五
年
の
大
学
一
、二
年
時
に
小
平
の
教
室
で
木
山
英
雄
先
生
か
ら
中
国
語
を
学
ぶ
と
い
う
学
恩
に
浴
し
た
。
一

年
め
の
テ
キ
ス
ト
は
菊
田
正
信
・
木
山
英
雄
・
傳
田
章
・
戸
川
芳
郎
編
『
中
文
語
法
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
年
）
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト

を
学
び
終
え
る
と
、
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」「
引
言
」
の
部
分
の
講
読
が
待
っ
て
い
た
。
二
年
め
に
は
最
初
に
艾
蕪
「
偷
馬
賊
」
と
い
う
作
品
を

読
み
、
次
に
周
作
人
の
随
筆
に
移
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
で
あ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
「
其
実
」
と
い
う
語
が
出
て
来
た
。

わ
た
く
し
は
「
そ
の
じ
つ
」
と
そ
の
ま
ま
訓
読
み
す
る
と
、
木
山
先
生
は
「
し
か
し
」
と
訳
す
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。
中
国
語
の
学
習
に
は
倉

石
武
四
郎
『
岩
波
中
国
語
辞
典
』
を
用
い
て
い
た
。
当
時
の
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
一
橋
大
学
図
書
館
所
蔵
（「
一
橋
大
学
附
属
図
書
館

小
平
分
館
印
」
の
印
あ
り
）
の
一
九
六
三
年
第
一
刷
の
「
其
実
」
の
項
を
見
る
と
、「
実
際
は
、
本
当
は
。」（
四
四
三
頁
）
と
あ
る
。
何
故
「
し

か
し
」
と
な
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
こ
う
い
う
こ
と
が
二
、三
度
、
或
い
は
そ
れ
以
上
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
愚
鈍
な
わ
た
く
し
は
い

つ
も
同
じ
よ
う
に
直
さ
れ
た
。
以
後
こ
の
語
に
出
会
う
た
び
に
「
し
か
し
」
と
い
う
訳
語
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

た
だ
今
か
ら
ほ
ぼ
四
十
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
記
憶
に
誤
り
が
な
い
と
も
言
え
な
い
。
断
言
を
憚
か
る
。
今
回
『
中
文
語
法
』、「
文
芸
講
話
」、「
偷

馬
賊
」
を
い
ま
一
度
眺
め
て
み
た
が
、「
其
実
」
と
い
う
話
に
辿
り
着
か
な
か
っ
た
。「
偷
馬
賊
」
に
つ
い
て
は
作
者
名
を
思
い
出
せ
ず
、
忝
く

も
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
教
授
趙
京
華
先
生
か
ら
艾
蕪
で
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
。

（
87
）『
魯
迅
全
集
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
第
一
巻
、
四
一
七
頁
。

（
88
）
同
全
集
、
同
巻
、
四
一
八
頁
―
四
一
九
頁
。

（
89
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
一
巻
の
四
二
一
頁
の
注
〔
一
四
〕
に
よ
れ
ば
、「
金
心
異
」
と
は
銭
玄
同
の
こ
と
を
指
す
。
彼
は
「
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
の
採
用
を
主
張
し
、
の
ち
に
は
ロ
ー
マ
字
化
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
教
育
部
国
語
研
究
会
（
一
七
）、
国
語
羅
馬
字
拼
音
研
究
委
員

会
（
二
三
）
の
委
員
を
歴
任
し
た
。」
前
田
利
昭
「
銭
玄
同
」
丸
山
昇
・
伊
藤
虎
丸
・
新
村
徹
編
『
中
国
現
代
文
学
事
典
』
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
五
年
。（
一
六
〇
頁
）
人
物
で
、
中
国
語
の
表
記
方
式
の
改
革
に
も
深
く
関
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
90
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』、
第
一
巻
、
四
一
九
頁
。

（
91
）
同
全
集
、
同
巻
、
同
頁
。



二
四
（
24
）

（
92
）
同
全
集
、
同
巻
、
同
頁

（
93
）
同
全
集
、
同
巻
、
四
一
七
―
四
一
八
頁
。

（
94
）
松
枝
茂
夫
・
竹
内
好
編
『
魯
迅
選
集
』
第
十
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、
二
〇
六
―
二
一
七
頁
。
尚
、
丸
山
昇
『
魯
迅
―
そ
の
文
学

と
革
命
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
五
年
、
二
三
八
―
二
四
八
頁
）
に
も
「
魯
迅
略
年
譜
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
略
年

譜
を
通
し
て
松
井
編
の
年
譜
を
知
っ
た
。
拙
文
は
略
年
譜
に
よ
っ
て
少
し
補
っ
て
い
る
。
更
に『
魯
迅
全
集
』第
十
六
巻
に「
魯
迅
著
訳
年
表
」（
一

―
四
〇
頁
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
知
っ
た
の
が
時
期
的
に
遅
く
、
本
文
を
書
く
う
え
で
充
分
に
活
か
さ
れ
て
は
い
な
い
。

不
明
の
至
り
で
あ
る
。

（
95
）
丸
山
前
掲
書
、
二
六
―
三
六
頁
。

（
96
）
同
書
、
二
六
頁
。

（
97
）
同
書
、
同
頁
。

（
98
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
一
巻
、
四
一
五
頁
。

（
99
）
前
掲
松
井
「
魯
迅
年
譜
」『
魯
迅
選
集
』
第
一
三
巻
、
二
一
一
―
二
一
二
頁
。

（
100
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
一
巻
、
四
一
五
頁
。

（
101
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』、
二
九
頁
。

（
102
）
同
書
、
二
八
頁
。「
こ
こ
に
は
仁
房
の
椒

チ
ャ
オ
シ
ョ
ン

生
が
漢
文
の
教
授
兼
監
督
（
学
監
と
舎
監
を
兼
ね
た
よ
う
な
任
務
）
を
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
、

最
初
成
房
の
鳴ミ

ン
シ
ャ
ン山

が
、
次
い
で
魯
迅
の
一
年
前
に
は
、
父
の
異
母
弟
、
魯
迅
の
叔
父
に
当
た
る
伯ポ

ー
シ
ョ
ン升

が
は
い
っ
て
い
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。

（
103
）
同
書
、
三
〇
頁
。

（
104
）
前
掲
松
井
「
魯
迅
年
譜
」『
魯
迅
迅
集
』
第
十
三
巻
、
二
一
四
頁
。

（
105
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』
同
書
、
三
一
頁
。

（
106
）
前
掲
松
井
「
魯
迅
年
譜
」『
魯
迅
選
集
』
第
十
三
巻
、
二
一
五
―
二
一
七
頁
。

（
107
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』
三
二
頁
。

（
108
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
二
頁
。

（
109
）
前
掲
竹
内
訳
『
魯
迅
文
集
』
第
二
巻
、
一
四
七
頁
。

（
110
）
前
掲
高
橋
訳
『
魯
迅
』、
三
四
五
頁
。



二
五

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

（
25
）

（
111
）
前
掲
立
間
訳
『
魯
迅
全
集　

３
』、
一
六
九
頁
。

（
112
）
前
掲
駒
田
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』、
二
五
九
頁
。

（
113
）『
大
漢
和
辞
典
』
巻
六
、五
二
九
頁
。

（
114
）『
漢
語
大
詞
典
』
第
四
巻
、
一
二
六
五
頁
。

（
115
）
曹
雪
芹
『
紅
楼
夢　

校
注
本　

二
』
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
六
二
〇
頁
。『
紅
楼
夢
』
の
こ
の
文
は
「
藤
野
先
生
」
の
原
文

の
「
…
油
光
可
鑑
、
宛
如
小
姑
娘
的
髪
髻
一
般
、
…
。」
の
部
分
を
想
起
さ
せ
る
。
伊
藤
漱
平
訳
で
は
「
な
ん
と
そ
れ
が
年
齢
の
こ
ろ
十
七
、八

の
と
び
き
り
べ
っ
ぴ
ん

4

4

4

4

の
お
嬢
さ
ま
な
の
で
、は
い
。
頭
髪
を
て
か
て
か
に
結
い
上
げ
、緋
の
長
上
衣
に
白
綾
子
の
裳
を
つ
け
ま
し
て
…
…
」（
平

凡
社
中
国
古
典
文
学
大
系
『
紅
楼
夢
（
上
）』
一
九
六
九
年
、
五
三
九
頁
）
と
あ
る
。
魯
迅
は
清
国
留
学
生
が
弁
髪
を
頭
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
い

る
の
を
皮
肉
を
こ
め
て
表
現
し
よ
う
と
思
案
を
重
ね
た
後
に
、
中
国
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
『
紅
楼
夢
』
の
中
の
こ
の
箇
所
の
表
現
が
そ
れ
と

知
る
こ
と
な
く
思
い
浮
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
そ
れ
と
意
識
し
た
う
え
で
、
読
者
が
『
紅
楼
夢
』
の
一
節
も
併
せ
て
連
想
す
る
効
果

を
秘
か
に
期
し
て
「
藤
野
先
生
」
の
中
の
表
現
を
絞
り
出
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
116
）
瞿
祐
『
剪
燈
新
話
』
巻
一
「
聯
芳
楼
記
」
世
界
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
頁
。

（
117
）
呉
敬
梓
『
儒
林
外
史
』（
黄
小
田
評
本
、
李
漢
秋
輯
校
）
第
二
十
回
、
黄
山
書
社
、
一
九
八
六
年
、
一
八
八
頁
。

（
118
）
巴
金
『
家
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
二
二
三
頁
。

（
119
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』、
四
六
頁
。

（
120
）
同
書
、
四
六
―
四
七
頁
。
丸
山
は
こ
こ
で
周
作
人
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
後
出
の
「
参
考
文
献
」
の
欄
（
二
二
九
頁
）
に
挙
げ
ら
れ

た
『
魯
迅
的
故
家
』
第
三
分
「
魯
迅
在
東
京
」
一
三
「〝
眼
睛
石
硬
〟」（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
八
一
年
、
一
七
三
―
一
七
四
頁
）
や
『
魯
迅
的

青
年
時
代
』
二
「
東
京
与
仙
台
」（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
―
三
三
頁
）
な
ど
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
後
者
に
は
、「
一
般
留
学
生
又
覚
得
五
年
的
期
間
很
短
、
一
会
児
就
要
回
去
、
如
果
剪
了
頭
髪
、
一
時
不
能
留
得
起
来
、
所
以
仍
多
留
着

辮
髪
、
只
把
它
盤
起
来
、
用
制
帽
盖
住
。
…
…
及
至
看
見
了
這
些
〝
富
士
山
〟
的
情
形
、
着
実
生
気
、
…
」（
三
三
頁
）
と
あ
っ
た
。

（
121
）
竹
内
好
「
歴
史
に
お
け
る
魯
迅
」『
続　

魯
迅
雑
記
』
頸
草
書
房
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
頁
。

（
122
）
同
書
、
一
九
―
二
〇
頁
。

（
123
）
こ
の
間
の
消
息
は
た
と
え
ば
顧
長
声
『
伝
教
師
与
近
代
中
国
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
やK

.S.Latourette, A
 H

istory of 
Christian M

issions in China

（T
he M

acm
illon Com

pany, 1929

）
な
ど
に
詳
し
い
で
あ
ろ
う
（
両
者
―
特
に
後
者
―
の
邦
訳
が
俟
た
れ



二
六
（
26
）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
）。
尚
、
大
貫
隆
他
編
『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』（
二
〇
〇
二
年
）
の
中
の
薛
恩
峰
「
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
」（
七
四
二
―

七
四
三
頁
）
と
鈴
木
範
久
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
」（
八
五
三
―
八
五
四
頁
）
な
ど
の
解
説
が
簡
に
し
て
要
を
得
て
お
り
、大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

（
124
）
高
野
真
澄
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
伊
藤
正
己
編
集
代
表
『
国
民
法
律
百
科
大
事
典
』
第
五
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
、
三
六
五
―

三
六
七
頁
）、「
華
族
」
吾
妻
栄
編
集
代
表
『
新
版
新
法
律
学
辞
典
』（
有
斐
閣
、一
九
六
七
年
、一
二
六
頁
）、「
大
権
」
佐
藤
幸
治
他
編
修
代
表
『
コ

ン
サ
イ
ス
法
律
学
用
語
辞
典
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
三
二
頁
）
等
を
参
考
に
し
た
。

（
125
）
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
へ
の
武
力
進
出
を
同
時
代
人
と
し
て
目
撃
し
て
い
た
ホ
ブ
ソ
ン
（J.A

.H
obson

）
の
『
帝
國
主
義
論
』（
石
沢
新
二
訳
）（
改

造
社
、一
九
三
〇
年
〔
覆
刻
版
、一
九
七
七
年
〕。
一
九
〇
二
年
初
版
の
翻
訳
）
第
二
編
第
五
章
「
ア
ジ
ア
に
於
け
る
帝
國
主
義
」
の
中
に
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
と
つ
て
は
利
益
の
目
的
の
爲
め
に
暴
力
に
依
つ
て
ア
ジ
ア
を
支
配
し
、
而
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ア
ジ
ア
を
文
明
化
し
つ
ゝ
あ
り
、

且
つ
ア
ジ
ア
を
精
神
生
活
の
ヨ
リ
高
い
水
準
に
高
め
つ
ゝ
あ
る
と
い
う
ふ
口
實
に
依
つ
て
、そ
の
支
配
を
正
當
化
す
る
。」（
四
〇
一
頁
）
と
あ
る
。

遅
れ
て
帝
国
主
義
と
な
っ
た
日
本
は
こ
の「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」の
一
員
と
化
し
て
客
体
と
し
て
の
ア
ジ
ア
を
侵
略
す
る
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、

吾
妻
栄
『
新
版
新
法
律
学
辞
典
』
の
「
侵
略
」
の
項
に
は
、「
兵
力
に
よ
っ
て
自
国
の
利
益
を
積
極
的
に
増
進
す
る
た
め
に
攻
撃
的
に
出
る
こ
と
。」

（
六
七
七
頁
）
と
あ
っ
た
。

（
126
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』、
四
四
頁
。

（
127
）
同
書
、
四
八
頁
。

（
128
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
二
頁
。

（
129
）
前
掲
丸
山
『
魯
迅
』
に
は
、「
す
な
わ
ち
、
魯
迅
は
、
一
九
〇
三
年
秋
か
ら
、
光
復
会
の
企
て
に
参
画
し
、
一
九
〇
五
年
正
式
に
結
成
さ
れ
た

際
に
も
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。」（
五
四
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弘
文
学
院
入
学
二
年
め
の
年
に
革
命
運
動
へ
の
参
加

の
姿
勢
を
明
確
な
も
の
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
光
復
会
は
革
命
に
向
け
て
の
一
つ
の
地
方
派
閥
組
織
の
色
が
濃
い
。
当
然
他
の
派
閥
組
織

と
の
間
で
争
い
も
生
じ
得
る
。
最
終
的
な
革
命
の
実
現
に
向
け
て
展
望
が
開
か
れ
な
い
状
況
で
は
内
面
の
不
均
衡
状
態
は
解
決
さ
れ
ず
、
進
退

谷
ま
る
こ
と
に
行
き
着
こ
う
。

（
130
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
二
頁
。

（
131
）
魯
迅
・
東
北
大
学
留
学
百
周
年
史
編
集
委
員
会
『
魯
迅
と
仙
台　

東
北
大
学
留
学
百
周
年
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
四
頁
。

典
拠
は
記
さ
れ
て
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
132
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
一
巻
、
四
一
六
頁
。



二
七

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

（
27
）

（
133
）
中
嶋
先
生
退
休
記
念
事
業
会
編
『
中
国
の
思
想
世
界
』
イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
三
八
四
頁
。
韋
力
「
魯
迅
所
蔵
古
籍
漫
談
」
は
『
魯

迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期
の
も
の
を
含
め
て
福
建
教
育
出
版
社
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
上
下
二
冊
の
形
で
出
た
韋
力
『
魯
迅
古
籍
蔵
書

漫
談
』
と
い
う
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
尚
、
同
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
愛
知
大
学
名
古
屋
図
書
館
職
員
の
方
に
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
。

	

　

同
書
の
上
巻
の
「
子
部
」
に
は
「
五
、医
家
類
」
の
項
目
（
一
八
二
―
一
八
八
頁
）
が
あ
り
、晋
の
王
叔
和
の
『
脈
経
』、隋
の
巣
元
方
等
の
『
巣

氏
病
源
』、
北
宋
の
王
惟
一
の
『
新
刊
補
注
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』、
北
宋
の
寇
宗
奭
の
『
本
草
衍
義
』、
清
の
亟
斎
居
士
の
『
達
生
編
』、
そ
し

て
英
国
人
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
全
体
新
論
』
が
記
し
て
あ
る
。
吉
田
寅
「『
全
体
新
論
』
の
内
容
と
そ
の
特
色
」
に
よ
れ
ば
、
初
版
が
一
八
五
一
年
に

広
東
の
恵
愛
医
館
か
ら
出
、
同
じ
年
に
別
の
版
が
上
海
の
墨
海
書
館
よ
り
出
て
い
る
（
前
掲
吉
田
『
宣
教
師
刊
中
国
語
医
学
書
と
関
連
資
料
』、

二
一
頁
）。
魯
迅
が
所
蔵
し
た
も
の
は
墨
海
書
館
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
六
種
の
書
籍
の
う
ち
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
も
の
の
み
が
同
国
人
で
な

い
者
に
よ
る
西
洋
医
学
の
本
で
あ
る
。
か
つ
て
医
学
生
で
あ
っ
た
魯
迅
の
内
面
世
界
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
占
め
る
位
置
の
低
か
ら
ざ
る

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
134
）
陳
邦
賢
『
中
國
醫
學
史
』
第
三
篇
「
近
世
的
醫
學
」
第
五
章
「
淸
代
的
醫
事
教
育
」
第
一
節
一
節
「
外
人
教
授
華
人
醫
學
」
臺
灣
商
務
印
書
館
、

一
九
五
八
年
、
二
二
二
頁
。

（
135
）「
幕
末
期
医
学
書
復
刻
」
第
Ⅱ
期
『
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
学
書
』
全
五
冊
（
冬
至
書
房
、
一
九
八
六
年
）
に
解
説
と
し
て
附
さ
れ
た
小
冊
子
の
吉
田

寅
『
中
国
医
療
伝
道
と
ホ
ブ
ソ
ン
の
中
国
語
医
学
書
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
）
の
第
一
章
「
中
国
医
療
伝
道
の
開
拓
」（
三
―
七
頁
）
に
「
中

国
医
療
伝
道
会
」
の
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
136
）
吉
田
寅
編
『
宣
教
師
刊
中
国
語
学
医
学
書
と
関
連
資
料
―
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
初
期
医
療
伝
道
の
資
料
的
考
察
』［
立
正
大
学
東
洋
史
研
究

資
料
Ⅶ
］
立
正
大
学
東
洋
史
研
究
室
、
一
九
九
七
年
、
一
七
―
二
一
頁
。

（
137
）
吉
田
前
掲
書
、
二
一
―
二
七
頁
。

（
138
）
同
書
、
四
五
―
五
〇
頁
。

（
139
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
三
頁
。

（
140
）
吉
田
前
掲
書
、
五
〇
頁
。

（
141
）
同
書
、
五
〇
頁
、
五
七
頁
。

（
142
）
こ
の
部
分
に
対
し
て
、竹
内
訳
は
「
か
れ
ら
は
決
し
て

4

4

4

中
国
よ
り
早
く
は
な
い
。」（
前
掲
『
魯
迅
文
集
』
第
二
巻
、一
四
九
頁
）、高
橋
訳
は
「
中



二
八
（
28
）

国
よ
り
早
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て

4

4

4

な
い
。」（
前
掲
『
魯
迅
』、三
四
六
頁
）、立
間
訳
は
「
中
国
よ
り
早
く
始
め
ら
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。」

（
前
掲
『
魯
迅
全
集　

３
』、
一
七
一
頁
）、
駒
田
訳
は
「
中
国
に
く
ら
べ
て
決
し
て

4

4

4

早
く
は
な
い
の
で
あ
る
。」（
前
掲
『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』、

二
六
一
頁
）
で
あ
る
。「
并
」
の
箇
所
に
つ
い
て
立
間
訳
は
該
当
部
分
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
の
訳
は
い
ず
れ
も
「
決
し
て
」

と
な
っ
て
い
る
。
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編
纂
処
編
『
中
日
大
辞
典
』（
大
安
、
一
九
六
八
年
）
は
「
并
」
の
第
四
の
語
義
を
「
決
し
て
、
い
っ

こ
う
に
、
さ
ほ
ど
、
べ
つ
に
、
と
り
た
て
て
」（
一
一
一
頁
）
と
し
、「
た
だ
し
、
そ
の
否
定
の
強
調
に
は
〝
決
し
て
〟
か
ら
〝
さ
ほ
ど
〟
ま
で

意
味
に
幅
が
あ
る
。」（
同
頁
）
と
但
し
書
き
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
決
し
て
」
を
用
い
て
真
正
面
か
ら
否
定
を
強
め
る
よ
り
は
、
一
歩

退
い
て
「
別
段
」
く
ら
い
に
訳
し
た
ほ
う
が
皮
肉
の
気
分
が
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。

（
143
）
前
掲
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
一
巻
、
四
一
六
頁
。

（
144
）「
…
因
為
開
方
的
医
生
是
最
有
名
的
、
因
此
所
用
的
薬
引
也
奇
特

：

冬
天
的
蘆
根
、
経
霜
三
年
的
甘
蔗
、
蟋
蟀
要
原
対
的
、
結
子
的
平
地
木
、

…
多
不
是
容
易
辧
到
的
東
西
。
然
而
我
的
父
親
終
于
日
重
一
目
的
亡
故
了
。」（
同
書
、
同
巻
、
四
一
五
頁
）

（
145
）
合
信
『
全
體
新
論　

乾
』（
秋
田
屋
太
右
衛
門
、
一
八
五
七
年
）〔
安
政
四
年
〕「
序
」、
一
葉
裏
（
愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
所
蔵
）。

追
記本

文
を
書
き
終
え
て
後
、
丸
山
昇
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）、
増
田
渉
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
一
年

初
版
、
一
九
七
三
年
三
六
版
）、
増
田
渉
訳
『
阿
Ｑ
正
傅
』（
東
西
出
版
社
、
一
九
四
六
年
）、
松
枝
茂
夫
訳
『
朝
華
夕
拾
』（
東
西
出
版
社
、

一
九
四
七
年
）、
松
枝
茂
夫
訳
『
阿
Ｑ
正
傳
・
狂
人
日
記
』（
旺
文
社
、
一
九
七
〇
年
初
版
、
一
九
七
三
年
重
版
）
を
入
手
し
た
。
後
の
四
冊
は
札
幌

の
古
書
肆
花
島
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
店
主
の
花
島
徳
夫
さ
ん
は
か
つ
て
和
光
大
学
に
て
丸
山
昇
先
生
か
ら
中
国
文
学
を
教
わ
っ
た
お

方
で
あ
る
。
お
蔭
で
丸
山
先
生
ご
所
蔵
の
本
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
花
島
さ
ん
か
ら
丸
山
先
生
が
状
況
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
誠
実

に
ご
自
分
の
問
題
関
心
を
持
し
て
ご
研
究
を
貫
か
れ
た
む
ね
の
こ
と
を
う
か
が
っ
た
。
理
解
力
不
足
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

九
山
昇
先
生
に
は
『
魯
迅
・
文
学
・
歴
史
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
と
い
う
ご
著
書
が
あ
り
、
逝
去
後
『
丸
山
昇
遺
文
集
』
全
三
冊
（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
―
二
〇
一
〇
年
）
が
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
校
正
の
最
終
段
階
で
知
る
に
至
っ
た
。
不
明
の
極
み
で
あ
る
。
書
名
を
こ
こ
に

記
す
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
諒
と
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
訳
書
に
つ
い
て
「
藤
野
先
生
」
冒
頭
の
「
東
京
也
無
非
是
這
様
。」
の
該
当
箇
所
を
見
て
み
た
い
。
丸
山
訳
で
は
「
東
京
も
似
た
よ
う



二
九

『
藤
野
先
生
』
と
藤
野
厳
九
郎
（
三
）

（
29
）

な
も
の
だ
っ
た
。」（
一
四
九
頁
）、増
田
訳
で
は
「
東
京
は
お
よ
そ
こ
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
。」（
東
西
、一
六
二
頁
）、「
東
京
も4

別
に
変
わ
り
は
な
か
っ

た
。」（
角
川
、
一
四
九
頁
）、
松
枝
訳
で
は
「
東
京
も4

そ
ん
な
風
で
し
か
な
か
っ
た
。」（
東
西
、
一
三
九
頁
）、「
東
京
も4

た
い
し
て
変
わ
り
ば
え
は

し
な
か
っ
た
。」（
旺
文
社
、
一
五
九
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

旺
文
社
文
庫
の
松
枝
訳
に
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
注
（
１
）
が
付
さ
れ
て
い
て
、「『
藤
野
先
生
』
の
一
編
は
魯
迅
の
自
叙
伝
『
朝
花
夕
拾
』
十

章
中
の
第
九
章
で
、
こ
の
冒
頭
の
一
句
は
直
接
前
章
に
連
接
し
て
い
る
。
魯
迅
は
郷
里
の
紹
興
の
不
愉
快
な
空
気
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
母
の
許

し
を
受
け
て
つ
い
に
南
京
に
出
た
が
、
そ
こ
も
あ
ま
り
香
ば
し
い
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
そ
の
地
の
鉱
山
鉄
道
の
学
校
を
卒
業
し
た
の
だ

が
、
将
来
の
目
鼻
も
つ
か
ぬ
の
で
、
日
本
留
学
試
験
に
パ
ス
し
て
東
京
に
来
た
の
だ
が
…
…
。」（
一
五
九
頁
）
と
あ
る
。

『
朝
花
夕
拾
』
で
は
「
藤
野
先
生
」
の
前
に
「
瑣
記
」
と
い
う
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
瑣
記
」
の
訳
は
東
西
出
版
社
の
『
朝
華
夕
拾
』

の
中
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
一
一
九
―
一
三
三
頁
）。
こ
こ
で
は
や
む
に
や
ま
れ
ず
紹
興
か
ら
南
京
に
脱
出
し
た
こ
と
、
南
京
で
は
最
初
江
南
水

師
学
堂
で
学
び
、
次
に
礦
務
鉄
路
学
堂
に
入
り
直
し
た
こ
と
、
日
本
へ
の
派
遣
留
学
が
決
定
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

松
枝
注
は
「
瑣
記
」
と
「
藤
野
先
生
」
を
連
続
し
た
一
つ
の
作
品
の
前
半
と
後
半
と
捉
え
る
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。「
瑣
記
」
の
松
枝

訳
文
を
読
ん
で
み
て
そ
の
思
い
は
強
く
な
る
。
拙
文
は
「
瑣
記
」
に
つ
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
考
察
が
不
充
分
で

あ
る
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。

た
だ
、
敢
え
て
蟷
螂
の
斧
を
許
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
表
題
の
備
わ
っ
た
作
品
で
あ
る
か
ら
に
は
、「
藤
野
先
生
」
と
い
う
文
章
を
独
立
に
取
り

出
し
た
と
し
て
も
鑑
賞
し
得
る
よ
う
に
、
一
編
の
文
章
と
し
て
緻
密
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
書
き
出

し
を
指
示
代
名
詞
で
始
め
る
措
辞
は
斬
新
な
修
辞
と
し
て
表
現
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
試
み
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
「
故
郷
」
の
最
後
の
文
の
「
其
実
地
上
本
没
有
路
、
走
的
人
多
了
、
也4

便
成
了
路
」
の
箇
所
に
つ
い
て
如
上
の
訳
書
の
該
当
箇
所
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。
丸
山
訳
で
は
「
じ
つ
は
地
上
に
は
も
と
も
と
道
は
な
い
、
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
道
も
で
き
る
の
だ
。」（
新
日
本
、
五
八
頁
）、

増
田
訳
で
は
「
実
際
は
地
上
に
は
も
と
も
と
、
路
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
の
を
、
歩
く
人
が
多
く
な
っ
て
、
そ
こ
が
路
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。」（
角

川
、
四
七
頁
）、
松
枝
訳
で
は
「
も
と
も
と
地
上
に
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。」（
旺
文
社
、
五
八
頁
）
と
な
っ

て
い
る
。
丸
山
訳
は
学
研
『
魯
迅
全
集
』
の
訳
と
同
じ
で
あ
る
。
増
田
訳
と
松
枝
訳
に
は
「
也
」
の
訳
に
該
当
す
る
部
分
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。



三
〇
（
30
）

付
記「

故
郷
」
の
「
也
」
に
つ
い
て
は
愛
知
大
学
名
誉
教
授
保
住
敏
彦
先
生
の
提
唱
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
読
書
会
「
土
曜
会
」
の
第
八
回
二
〇
一
二

年
秋
十
月
二
七
日
に
「『
西
国
立
志
篇
』
を
読
む
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
着
想
を
得
た
。
保
住
先
生
と
「
土
曜
会
」

参
加
者
各
位
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。


	表紙_1
	00文学論叢book
	表紙_4


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 350
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 350
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


